特別記事 2010年ノーベル賞自然科学３部門の受賞者決まる by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
2010 年ノーベル賞 自然科学 3 部門の受賞者決まる










1950 年代という早い時期から、Edwards 氏には IVF が不妊治療として有効であると
いう先見の明があった。同氏は体系的に研究を進め、ヒトの受精についての重要な法則
を見つけ出し、試験管内でヒトの卵子と精子を受精させることに成功し 1、2）、IVF の技
術を開発した。その後、1978 年 7 月 25 日、世界で初めて IVF による「試験管ベイビー」
が誕生した。さらに、同氏と共同研究者は IVF の技術を改良し、世界中の研究者とその
技術を分かち合った。
現在までに約 400 万人が IVF によって誕生し、その多くが健常人として生活を送って





　2010 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 4 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 5 日に物理学賞、6 日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3 部門受賞者と受賞理由の概要
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RaX ＋ RHC ＝ HH　 ―――→ 　RHC ＝ CHRa ＋ HX
（Ra：アリール、ビニル、アルキル　　X：ハライドなど）
このように、パラジウム触媒を用いたクロスカップリング反応では親電子的な物質と
親核的な物質を反応させる必要がある。根岸氏は 1977 年、親核的な物質として有機亜鉛
化合物を使用すれば、親核的な物質としてのオレフィン以外のものでもクロスカップリ
ング反応が起こることを、さらに 1979 年には、鈴木氏が親核子的な物質として有機ホウ
素化合物が有機亜鉛化合物の代わりに使用できることを見出した。
三氏が見出した反応系は有機合成分野の基礎研究だけではなく、医薬品、農薬、液晶
などの電子材料などの商業製造にも広く利用されている。
